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得られた結果と成果の概要

本研究の目的は、力学的および熱的な素過程に基づいて、現在の分子雲中での星形成および原
始銀河雲中における第一世代天体形成を詳細に数値計算し、さらにそこから背後に存在する物理
的本質を抽出することによって理解し、最終的に上記天体の初期質量関数（IMF)を理論的に導出
するための基盤を整えることであった。
現在までに、申請者は回転収縮する等温ガス雲について系統的にしらべ、初期密度が一様な場
合、初期形状が球対称で初期密度に中心集中がある場合、初期形状にゆがみがある場合について
分裂条件を中心に考察してきた。本年度は、温度の上昇の効果を入れた計算を行い、現在の星形成
での第一コア形成期、第２収縮段階、および原始ガス雲の収縮に相当する温度上昇がある場合に
ついて考察した。初期に一様な場合の分裂条件から初めて、初期形状の球対称性からのずれ（ゆ
がみ）の成長率、密度の中心集中の効果を調べ、非等温の場合に回転暴走収縮と自己相似解との
関係を３次元の効果まで考えて調べた。その結果、gammaが 1.1程度のわずかな温度上昇が存在
することにより、ゆがみの成長は起こらなくなることが分かった。また、中心に形成した平衡な
コアに質量が降着して円盤が成長する段階までを考えにいれた分裂の可能性を考察した。いくつ
かの数値実験の結果として、分裂が起こる場合と起こらない場合について分類し、それの結果を
ユーザーズミーティングでポスター発表を行い報告した。その他、宇宙の初代天体の形成のため
の計算について、計算速度を高速化するためのいくつかの改善を行った。
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